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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第１四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第１四半期 6,024 △16.1 689 △20.6 697 △18.5 440 △18.2

26年３月期第１四半期 7,178 24.2 868 93.8 855 90.1 537 86.9
(注) 包括利益 27年３月期第１四半期 424百万円(△34.0％) 26年３月期第１四半期 643百万円( 145.3％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第１四半期 24.04 －

26年３月期第１四半期 29.37 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第１四半期 23,635 17,630 74.6

26年３月期 24,439 17,407 71.2
(参考) 自己資本 27年３月期第１四半期 17,630百万円 26年３月期 17,407百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 － 9.00 － 11.00 20.00

27年３月期 －

27年３月期(予想) 11.00 － 11.00 22.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 13,400 △0.7 1,300 △1.9 1,300 △0.9 800 △2.5 43.71

通期 27,900 4.5 2,800 2.6 2,750 2.5 1,750 8.5 95.61
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧
ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期１Ｑ 18,399,566株 26年３月期 18,399,566株

② 期末自己株式数 27年３月期１Ｑ 95,290株 26年３月期 95,190株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期１Ｑ 18,304,284株 26年３月期１Ｑ 18,305,195株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ
「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第 1四半期の日本経済は、民間設備投資が改善して公共投資も堅調に推移し、消費増税後の需要

反動減も一時的に止まるなど、景気は緩やかな回復基調が続きました。    

当社グループ関連の建設･機械設備市況は、企業業績の改善に伴って堅調な設備投資が続く中、 

懸念された消費増税反動減が限定的だったこともあり、おおむね上昇傾向で推移しました。 

このような状況のもと当社グループの市況は、構造システム事業が、鉄骨造建設や耐震関連需要の

拡大で好調に推移しましたが、売上高は前年同四半期対比では減少しました。これは、前年同四半期

において工事進行基準の適用範囲拡大や消費増税前の駆け込み需要発生による一時的な増加があっ

たことが大きく影響しております。一方、内装システム事業ではクリーンルーム用フロアで大規模物

件を納入し、マテハンシステム事業においても海外事業が続伸したものの、構造システム事業の減少

を補えず、全体として売上高は前年同四半期を下回る結果となりました。 

利益面では、内装システム･マテハンシステム両事業が国内品の採算性向上や海外事業での高収益

の確保によって大幅に増加したものの、構造システム事業での売上高減少が響き、前年同四半期を下

回りました。 

セグメント別の売上高の概況は次のとおりです。 

＜内装システム＞ 

オフィス用フロアは、新規ビル着工が伸び悩む中、大規模案件を中心に採算性重視で受注を   

精選したことにより減少を余儀無くされました。しかし、電算室用フロアが大型データーセンター向

けを主として堅調に推移し、低迷の続いたクリーンルーム用フロアで海外向けの大型物件を納入した

ことにより、前年同四半期を上回る結果となりました。 

＜構造システム＞ 

鉄骨柱脚工法は、物流倉庫･大型商業施設･工場などの活発な鉄骨造建設需要を反映して着実な増加 

が続きました。また、鉄骨梁貫通孔補強工法については首都圏の高層ビル建設需要が向上したことで

大幅に増加し、油圧制震ダンパについても堅調な地震対策需要のもとで大きく伸長しました。しかし、

前年同四半期との対比では、工事進行基準の適用範囲拡大による一時的な影響がなくなったことによ

り減少しました。 

＜マテハンシステム＞ 

国内においては、伝動用･工作機械用チェンが堅調だったものの、官民いずれにおいても本システ 

ム関連の設備投資が依然十分な回復を見せず、一般産業用チェンが総じて伸び悩んだため、売上高は

前年同四半期をやや下回りました。一方、海外事業については、北米事業が民間向け･公共関連向け

ともに旺盛に推移し、本邦よりの輸出も回復したことにより、前年同四半期を大きく上回る結果とな

りました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末比(以下「同」と称す)で 803 百万円

減少し 23,635 百万円となりました。流動資産は、同 767 百万円減少しましたが、これは関係会社短

期貸付金（日立金属キャッシュプールシステムへの預け金）、受取手形及び売掛金等が減少したこと 
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によるものです。また、固定資産は、同 36 百万円減少しました。 

負債は、同 1,026 百万円減少の 6,005 百万円となりました。これは買掛金、未払法人税等の減少が 

主な要因であります。 

純資産合計は同 223 百万円増加の 17,630 百万円となりました。これは利益剰余金が増加したこと

が主な要因となっております。 

 

 (3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

今後の建設･設備市況は、民間設備投資が企業投資マインドの向上を背景に増加が続き、公共投資も 

大規模一般会計予算の早期執行や震災復興需要に伴って拡大が見込まれるなど、引き続き内需牽引に

よる底固い推移が予想されます。 

当社グループにとりましては、主力の構造システム事業が、消費増税後の需要踊り場が一巡し活発

な鉄骨造建設需要のもとで順調な伸びが期待されます。また、内装システム事業については、堅調な

電算室用フロアに加えて、低迷が続いたクリーンルーム用フロアに回復の予兆が見られることも期待

材料といえます。 

このため、平成 27 年 3 月期（平成 26 年 4 月 1日～平成 27 年 3月 31 日）の連結業績予想について

は、本年 4月 23 日の平成 26 年 3 月期決算短信において公表しました予想数値に変更はありません。  

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する情報 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動  

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円未満切り捨て)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 81 223

受取手形及び売掛金 7,674 7,492

商品及び製品 882 899

仕掛品 1,436 1,330

未成工事支出金 58 91

原材料及び貯蔵品 389 360

関係会社短期貸付金 6,818 6,105

その他 862 934

貸倒引当金 △19 △18

流動資産合計 18,185 17,417

固定資産

有形固定資産

土地 3,738 3,738

その他（純額） 1,218 1,183

有形固定資産合計 4,957 4,922

無形固定資産

その他 241 247

無形固定資産合計 241 247

投資その他の資産

その他 1,103 1,095

貸倒引当金 △48 △47

投資その他の資産合計 1,055 1,048

固定資産合計 6,254 6,217

資産合計 24,439 23,635

負債の部

流動負債

買掛金 3,431 3,204

未払法人税等 819 255

引当金 8 4

その他 1,354 1,125

流動負債合計 5,615 4,590

固定負債

役員退職慰労引当金 6 2

環境対策引当金 93 93

退職給付に係る負債 1,068 1,063

資産除去債務 27 27

その他 220 227

固定負債合計 1,416 1,414

負債合計 7,032 6,005
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(単位：百万円未満切り捨て)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,635 3,635

資本剰余金 4,677 4,677

利益剰余金 8,951 9,190

自己株式 △39 △39

株主資本合計 17,225 17,464

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14 19

為替換算調整勘定 151 128

退職給付に係る調整累計額 15 17

その他の包括利益累計額合計 181 165

純資産合計 17,407 17,630

負債純資産合計 24,439 23,635
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円未満切り捨て)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 7,178 6,024

売上原価 5,308 4,303

売上総利益 1,870 1,720

販売費及び一般管理費

給料 448 480

退職給付費用 31 25

減価償却費 70 23

その他 451 501

販売費及び一般管理費合計 1,002 1,030

営業利益 868 689

営業外収益

受取利息 6 6

補助金収入 - 17

その他 2 4

営業外収益合計 9 29

営業外費用

支払利息 1 1

売上割引 4 3

為替差損 0 6

固定資産圧縮損 - 9

手形流動化手数料 1 -

支払補償費 13 -

その他 1 2

営業外費用合計 22 22

経常利益 855 697

税金等調整前四半期純利益 855 697

法人税、住民税及び事業税 323 223

法人税等調整額 △5 33

法人税等合計 317 257

少数株主損益調整前四半期純利益 537 440

少数株主利益 - -

四半期純利益 537 440
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円未満切り捨て)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 537 440

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 5

為替換算調整勘定 60 △23

退職給付に係る調整額 44 2

その他の包括利益合計 106 △15

四半期包括利益 643 424

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 643 424

少数株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）　四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記)

　当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年６月30日）
　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年６月30日）
　　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年６月30日） 　

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円未満切捨て）

売上高
外部顧客への売上高
セグメント間の内部
売上高又は振替高

セグメント利益又は損失（△）
（注）セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年６月30日）

計 1,195 4,340 1,642 7,178

△ 9 884 △ 7 868

1,195 4,340 1,642 7,178

－ － － －

報告セグメント 四半期連結
損益計算書計上額内装システム 構造システム マテハンシステム

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円未満切捨て）

売上高
外部顧客への売上高
セグメント間の内部
売上高又は振替高

セグメント利益
（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

－ － －

計 1,251 3,050 1,721

1,251 3,050 1,721 6,024

68987 531 70

6,024

－

四半期連結
損益計算書計上額内装システム 構造システム マテハンシステム

報告セグメント
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